
201２年3月

◆降り続ける雪･･･潟は凍結続く
今シーズンは雪が多く、佐潟周辺もいつも以上に厳しい冬となりました。
1月の強い寒波で、積雪は40cm以上、潟の水面には氷が張りました。
周辺の田んぼも雪で覆われ、白鳥や雁、カモたちの採食地が事実上なくなってしまいました。

そのため、日中も白鳥たちが潟に残る日が1週間以上続きました。
氷の上でじっと耐え続ける白鳥と、
残された水面で逆立ちしながらヒシを食べるオオヒシクイたち。
両種の違いや、田んぼが支える命について
改めて考えさせられる冬となりました。

白鳥は11月中旬頃から増えはじめ、
最大約6600羽の白鳥が飛来しました。
1月中旬頃からは雁類も増加し、
例年にない長期滞在で潟を賑わせました。
オオヒシクイは約3800羽と
12年の調査で過去最大数になりました。
日本への飛来数は200羽程度とされる
シジュウカラガンやハクガンも、
それぞれ数十羽ずつ記録されています。
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佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

３～10月の毎月第2・4土曜日
9:30～11:00 参加無料
お申し込みは不要です。
直接、佐潟水鳥・湿地センターに
お越しください。
風雨の場合など、
館内観察となる場合が
あります。

お知らせ

【佐潟自然散歩】

◆佐潟にどっぷりつかる24時間 赤塚小学校５年生が宿泊学習

◆世界でひとつだけの花 2011年10月23日(日) もの潟り-ハスフラワーづくり-

ハスの花托を材料にした「ハスフラワー」づくりを行いました。
花托は、潟に放置すれば潟の汚れとなってしまいます。ハスフラワーは
この花托を収穫し恵みとして活用する、手軽で楽しいワイズユースです。

■主催：佐潟水鳥・湿地センター ■講師：佐潟村

11月21日(月)～22日(火)、赤塚小学校5年生が「佐潟にどっぷりつかる24時間」として、佐潟で1
泊２日の総合学習を行いました。地域の方々の温かい協力により、漁の体験や白鳥観察、ハスフラ
ワーづくり、潟のめぐみを使った食事など、子どもたちの心に残る貴重な体験ができたようです。

今回の佐潟での体験を表現した
子どもたちの絵手紙作品は、
「私の佐潟」文化祭の作品として
湿地センターに展示しました。
（1月21日～3月11日）

ナイトハイク18:30

メイワサンピア宿泊20:00

潟の恵みを使った夕食17:30

白鳥のねぐら入り観察17:00

ハスフラワーづくり16:00

網揚げ、潟舟乗船体験14:40

学校出発14:00

学校到着12:20

絵手紙制作10:00

白鳥追跡調査（田んぼ）9:00

早朝バードウオッチング8:00

漁で獲れたライギョにびっくり！

潟の恵みをぱくり！

タイムスケジュール（抜粋)

1
日
目

2
日
目

２月19日(日)、８月のワークショップでの提案を具体化

するため、短・中・長期計画を作成しました。今回はそ
れぞれのテーマごとに推進体制や課題、資金源など、よ
り具体的な検討がなされました。
地域の代表は「意見を活かし、佐潟への関心を持っても
らえる仕組みをつくりたい」と意欲を語っていました。

◆未来の佐潟ワークショップ
中原邸春の公開

佐潟桜まつり

赤塚神社まつり

【予告】春の佐潟関連地域イベントのご案内

駐車場は佐潟公園をどうぞ
（徒歩１０分程度）

夜桜のライトアップほか
会場：佐潟公園内桜並木

資料展示、抹茶、吹奏楽演奏など
会場：中原邸

赤塚太々神楽、稚児舞など12の舞を奉納
会場：赤塚神社

4/15(日)

4/15(日)

◆他湿地交流
山形県鶴岡市・ラムサール条約湿地「大山上池・下池」へ

佐潟の保全・観光・食・交流学習の推進を検討

ワークショップを前に、２月12日(日)、地域で活動され

ている皆さんと鶴岡市の上池・下池を訪問し、交流を
深めました。佐潟との共通点、相違点を聞いて、保全
や活用への意欲がさらに高まったようです。

4月中旬


